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令和8年 第2回定例会

補
正
予
算
可
決

　
　
６
億
３
６
９
０
万
円
の
増
額

　
６
月
10
日
に
入
札
を
執
行
し
ま

し
た
が
、入
札
参
加
業
者（
６
社
）の

入
札
額
が
予
定
価
格（
税
抜
き
39
億

５
０
０
０
万
円
）を
上
回
っ
た
た
め

事
業
者
の
決
定
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
中
東
情
勢
に
よ
る
建
築
資
材
の

急
激
な
高
騰
の
た
め
、設
計
価
格
及

び
工
事
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、諸

経
費
、消
費
税
相
当
額
を
合
わ
せ

６
億
３
６
９
０
万
円
の
増
額
と
な

る
も
の
。

工
事
内
容
の
見
直
し（
削
減
）

・
西
側
駐
車
場
整
備
、フ
ェ
ン
ス
工
事

・
小
学
校
建
設
予
定
地
部
分
の
整
地

な
ど

質
問
　
統
合
中
学
校
建
設
は
議
会

と
し
て
予
算
を
通
し
て
き
た
責
任
も

あ
り
ま
す
。

　
開
校
に
つ
い
て
は
、今
の
状
況
、世

界
情
勢
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、令
和
10

年
４
月
開
校
と
し
、急
い
で
７
月
に

再
度
入
札
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は
何
で
す
か
。

答
弁
　
こ
れ
ま
で
、教
育
委
員
会
が
、

保
護
者
、各
会
、住
民
の
皆
さ
ん
に
、

統
合
の
話
を
す
る
中
で
、全
て
早
く

進
め
て
ほ
し
い
と
の
声
を
聞
き
、こ

こ
ま
で
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。米
百

俵
の
精
神
で
す
。町
が
栄
え
る
の
も

衰
え
る
の
も
人
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
思
い
を
考
え
、順
番

を
た
ど
り
、ず
っ
と
積
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、令
和
10
年
４
月
の
開

校
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
、工
程
的
に
も

可
能
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
ま

す
。

質
問
　
統
合
委
員
会
で
も
、保
護
者

の
方
も
早
く
し
て
ほ
し
い
、こ
ど
も

園
で
一
緒
だ
っ
た
み
ん
な
と
、中
学

校
で
会
い
た
い
と
す
ご
く
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
人
件
費
な
ど
い
ろ
い
ろ
上
が
っ
て

き
ま
す
。国
か
ら
の
過
疎
債
、補
助
金

等
を
で
き
る
だ
け
知
恵
を
絞
っ
て
予

算
を
確
保
頂
く
、私
た
ち
も
協
力
し

ま
す
。責
任
も
あ
り
ま
す
。

　
一
日
で
も
早
く
と
い
う
の
が
保
護

者
の
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

答
弁
　
長
で
あ
る
私
が
最
大
の
責

任
者
で
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
、こ
の
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

動
産
の
購
入
契
約
を
可
決

　
　
１
千
９
３
０
万
６
０
０
円

　
令
和
２
年
度
に
児
童
生
徒
用
に

　
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末（
６

年
経
過
）を
買
い
替
え
ま
す
。

　
今
年
度
は
小
学
校
２
年
生
か
ら

６
年
生
が
対
象
。

購
入
数
量
：
２
８
３
台

納
入
時
期
：
令
和
８
年
10
月
31
日

質
問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、教

育
面
で
、ど
ん
な
効
果
が
あ
り
、ま

た
、効
率
的
な
活
用
を
す
る
の
か
、

具
体
的
な
指
導
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
。　

　
今
後
、情
報
共
有
す
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
で
す
か
。

答
弁
　
低
学
年
は
、教
育
用
端
末
に

慣
れ
る
よ
う
電
源
を
入
れ
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、写
真
機
能
、タ
イ
ピ
ン
グ

機
能
を
指
導
し
、中
学
年
で
は
、自

分
自
身
で
活
用
し
、そ
れ
を
電
子
黒

板
に
送
信
す
る
等
、高
学
年
は
、自

分
自
身
や
班
で
課
題
を
見
つ
け
、解

決
し
、そ
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
発
表
す
る
機
会
を
設
け
、活
用

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
な
学
び
に
つ
い
て
そ
の
効

果
は
検
証
で
き
て
い
ま
す
。　

　
今
後
、効
果
と
活
用
に
つ
い
て
機

会
が
あ
れ
ば
報
告
し
ま
す
。

統
合
中
学
校
の
校
舎

建
築
に
つ
い
て

小
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
更
新
に
つ
い
て

議
案
審
議

 ※議長は裁決に加わりません

6 月議会は 18 日に開会。
議案 17 件をすべて承認、可決し、24 日に閉会しました。

議案に対する各議員の賛否 〇=賛成　×=反対

議案内容

専決処分事項の承認を求めることについて（印南町税条例

の一部改正）

専決処分事項の承認を求めることについて（印南町国民健

康保険税条例の一部改正）

印南町印鑑条例の一部改正について

印南町税条例の一部改正について

印南町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

専決処分事項の承認を求めることについて（令和７年度印南

町一般会計補正予算（第９号））

専決処分事項の承認を求めることについて（令和７年度印南

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号））

専決処分事項の承認を求めることについて（令和７年度印南

町介護保険事業特別会計補正予算（第４号））

令和８年度印南町一般会計補正予算（第１号）について

令和８年度印南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）について

令和８年度印南町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

について

令和８年度印南町水道事業会計補正予算（第１号）について

令和８年度印南町一般会計補正予算（第２号）について

動産の購入契約について

工事請負契約について

令和７年度印南町一般会計繰越明許費繰越計算書について

令和７年度印南町農業集落排水事業会計繰越計算書に

ついて
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榎本 一平 議員のここが聞きたい!

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の

負
担
を
軽
く
す
る
対
策
を

質
問

　
災
害
時
、
特
に
大
き
な
課
題

と
な
る
の
は
ト
イ
レ
問
題
で
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
や
各
地
域
の
避

難
場
所
の
ト
イ
レ
が
一
斉
に
使

用
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
時
、

衛
生
的
な
環
境
を
維
持
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

で
す
か
。
簡
易
ト
イ
レ
等
の
準

備
規
模
は
ど
れ
ほ
ど
で
す
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
携
帯
ト
イ
レ
、
凝
固
剤
、
ト

イ
レ
シ
ー
ト
を
１
万
４
千
回
分

を
備
蓄
し
、
主
要
な
避
難
所
施

設
６
カ
所
に
分
散
し
保
管
し
て

い
ま
す
。
汲
み
取
り
式
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
６
基
を
備
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
会
組
織
で

は
、
全
体
で
99
基
の
簡
易
ト
イ

レ
と
２
万
２
千
８
百
15
回
分
の

携
帯
ト
イ
レ
を
保
有
し
て
い
ま

す
。

質
問

　
地
域
防
災
計
画
で
は
、
災
害

発
生
時
の
一
日
後
に
は
約
２
千

３
百
人
の
避
難
者
数
が
予
測
さ

れ
、
家
庭
で
の
備
え
や
疑
似
体

験
等
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
携
帯
ト
イ
レ
等

の
備
蓄
で
何
日
分
の
確
保
に
な

り
ま
す
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

１
日
大
・
小
合
わ
せ
て
５
回
と

示
さ
れ
、
四
日
程
度
と
考
え
ま

す
。

　
す
で
に
、
防
災
訓
練
等
で
も

設
置
訓
練
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
啓
発
と
訓
練
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

質
問

　
物
価
高
騰
下
に
お
け
る
小
・

中
学
校
の
子
育
て
世
帯
で
は
、

教
材
費
、
修
学
旅
行
費
、
制
服

代
等
保
護
者
負
担
が
、
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
策
が
必
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
弁
　
教
育
課
長
　

　
保
護
者
負
担
は
把
握
し
て
い

ま
す
。町
で
は
、国
県
に
先
駆
け
、

学
校
や
こ
ど
も
園
の
給
食
費
の

無
償
化
等
保
護
者
負
担
を
軽
減

し
て
い
ま
す
。

　
町
長
か
ら
も
支
援
策
の
検
討

の
指
示
が
出
て
お
り
、
軽
減
策

を
検
討
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

　
以
前
に
も
財
政
調
整
基
金
を

活
用
し
水
道
基
本
料
金
の
免
除

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
改
め
て

水
道
基
本
料
金
の
免
除
を
求
め

ま
す
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　
町
民
の
負
担
軽
減
と
い
う
趣

旨
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
前
回

の
支
援
策
で
は
、
全
世
帯
５
万

円
の
現
金
給
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
道
基
本
料
金
の
免
除
に
は
、

財
源
の
問
題
、
無
償
化
後
、
再

び
元
に
戻
す
時
の
負
担
に
混
乱

を
招
く
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

現
在
は
水
道
の
基
本
料
金
免
除

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
を
問
う

榎本 一平
議員

谷 章資 議員 のここが聞きたい!

農
業
用
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て

質
問

　
本
事
業
は
１
㎡
当
り
50
円
、

上
限
10
万
円
の
補
助
事
業
で
す

が
、
近
年
で
は
上
限
額
ま
で
支

払
わ
れ
ず
、
９
万
２
千
円
程
度

に
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
算
よ
り
申
請
額
が
多
く
な

る
た
め
一
律
減
額
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。
当
初
の
制
度
ど

お
り
上
限
10
万
円
と
し
て
予
算

計
上
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

答
弁
　
建
設
課
長

　
本
事
業
は
、
令
和
３
年
度
以

前
は
申
請
の
あ
っ
た
順
に
交
付

決
定
を
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
申
請
を
一
括
受
付
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
現
時
点
に
お
い
て
は
、
従
来

通
り
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

申
請
の
あ
っ
た
全
て
の
地
区
に

平
等
に
交
付
す
る
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。

質
問

　
本
事
業
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
押
印
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各

区
単
位
で
の
申
請
方
式
な
ど
手

続
き
の
簡
素
化
を
検
討
で
き
ま

せ
ん
か
。

答
弁
　
建
設
課
長

　
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
他

の
補
助
金
申
請
書
類
と
の
整
合

性
を
図
り
、
出
来
る
限
り
簡
素

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問

　
本
事
業
は
、
小
規
模
な
農
道
、

水
路
等
農
業
用
の
施
設
を
整
備

に
要
す
る
原
材
料
費
を
補
助
す

る
事
業
で
す
。
補
助
事
業
と
し

て
施
行
さ
れ
、
す
で
に
14
年
以

上
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
物
価
高
騰
等
に
よ
り
、

当
時
と
同
様
の
整
備
を
す
る
の

が
難
し
い
状
況
で
す
。
現
状
に

即
し
た
制
度
の
見
直
し
を
お
願

い
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
弁
　
建
設
課
長

　
当
補
助
金
制
度
は
、

小
規
模
災
害
復
旧
等

を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
補
助
金
の
額
は

対
象
経
費
の
２
分
の

１
と
し
、
上
限
10
万

円
と
定
め
て
い
る
も

の
で
す
。

　
昨
今
の
物
価
高
騰

等
に
よ
る
上
限
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
も
議
論
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。

　
町
も
工
事
発
注
に
あ
た
り
現

状
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
事
業
量
が
出
来
な
く
な
る

事
は
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
向
け
十
分
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
道
草
刈
・
美
化
活
動
等

　
　
　支
援
事
業
に
つ
い
て

谷 章資
議員

　
６
月
定
例
会
は
13
日
に
開

会
し
、
議
案
12
件
を
す
べ
て

可
決
、
同
意
し
、
19
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

質
疑

　
定
額
減
税
に
つ
い
て
、
住
民

税
が
影
響
す
る
範
囲
の
説
明
を

し
て
く
だ
さ
い
。

答
弁

　税
務
課
長

　
納
税
者
本
人
と
配
偶
者
を
含

め
て
の
扶
養
人
数
、
１
人
当
た

り
１
万
円
の
住
民
税
を
減
税
し

ま
す
。

質
疑

　
定
額
減
税
に
よ
っ
て
、
町
に

納
付
さ
れ
る
住
民
税
が
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
は

国
か
ら
補
填
さ
れ
る
の
で
す
か
。

答
弁

　税
務
課
長

　
そ
の
通
り
で
す
。
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
り
全
額
国
費
で
補

填
さ
れ
ま
す
。
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榎本 一平 議員のここが聞きたい!

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の

負
担
を
軽
く
す
る
対
策
を

質
問

　
災
害
時
、
特
に
大
き
な
課
題

と
な
る
の
は
ト
イ
レ
問
題
で
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
や
各
地
域
の
避

難
場
所
の
ト
イ
レ
が
一
斉
に
使

用
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
時
、

衛
生
的
な
環
境
を
維
持
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

で
す
か
。
簡
易
ト
イ
レ
等
の
準

備
規
模
は
ど
れ
ほ
ど
で
す
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
携
帯
ト
イ
レ
、
凝
固
剤
、
ト

イ
レ
シ
ー
ト
を
１
万
４
千
回
分

を
備
蓄
し
、
主
要
な
避
難
所
施

設
６
カ
所
に
分
散
し
保
管
し
て

い
ま
す
。
汲
み
取
り
式
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
６
基
を
備
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
会
組
織
で

は
、
全
体
で
99
基
の
簡
易
ト
イ

レ
と
２
万
２
千
８
百
15
回
分
の

携
帯
ト
イ
レ
を
保
有
し
て
い
ま

す
。

質
問

　
地
域
防
災
計
画
で
は
、
災
害

発
生
時
の
一
日
後
に
は
約
２
千

３
百
人
の
避
難
者
数
が
予
測
さ

れ
、
家
庭
で
の
備
え
や
疑
似
体

験
等
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
携
帯
ト
イ
レ
等

の
備
蓄
で
何
日
分
の
確
保
に
な

り
ま
す
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

１
日
大
・
小
合
わ
せ
て
５
回
と

示
さ
れ
、
四
日
程
度
と
考
え
ま

す
。

　
す
で
に
、
防
災
訓
練
等
で
も

設
置
訓
練
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
啓
発
と
訓
練
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

質
問

　
物
価
高
騰
下
に
お
け
る
小
・

中
学
校
の
子
育
て
世
帯
で
は
、

教
材
費
、
修
学
旅
行
費
、
制
服

代
等
保
護
者
負
担
が
、
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
策
が
必
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
弁
　
教
育
課
長
　

　
保
護
者
負
担
は
把
握
し
て
い

ま
す
。町
で
は
、国
県
に
先
駆
け
、

学
校
や
こ
ど
も
園
の
給
食
費
の

無
償
化
等
保
護
者
負
担
を
軽
減

し
て
い
ま
す
。

　
町
長
か
ら
も
支
援
策
の
検
討

の
指
示
が
出
て
お
り
、
軽
減
策

を
検
討
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

　
以
前
に
も
財
政
調
整
基
金
を

活
用
し
水
道
基
本
料
金
の
免
除

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
改
め
て

水
道
基
本
料
金
の
免
除
を
求
め

ま
す
。

答
弁
　
企
画
産
業
課
長

　
町
民
の
負
担
軽
減
と
い
う
趣

旨
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
前
回

の
支
援
策
で
は
、
全
世
帯
５
万

円
の
現
金
給
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
道
基
本
料
金
の
免
除
に
は
、

財
源
の
問
題
、
無
償
化
後
、
再

び
元
に
戻
す
時
の
負
担
に
混
乱

を
招
く
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

現
在
は
水
道
の
基
本
料
金
免
除

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
を
問
う

榎本 一平
議員

- 5 -



地球環境保護のために、再生紙を使用しています。

　
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
印
南
町
公
民
館
に
お
い
て
、

川
口
修
先
生
（
田
辺
市
）
を
お
迎

え
し
、
若
草
句
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
ク
ラ
ブ
員
は
12
名
で

す
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
約
２
時
間
の

楽
し
い
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
協
会
の
中
で
は
、「
文
芸

部
」
と
し
て
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
と

て
も
歴
史
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
、
多

い
時
に
は
３
ク
ラ
ブ
合
わ
せ
て
約

百
名
居
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
今

で
は
30
名
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
芸
部
の
活
動
と
し
て
、
通
信

文
芸
い
な
み
の
冊
子
を
毎
月
発
行

し
た
り
、
ロ
ビ
ー
展
や
文
化
展
で

発
表
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
17
文
字
に
自
然
や
気
持
ち
を
表

す
俳
句
は
、
川
柳
と
同
じ
く
最
も

短
い
詩
で
す
。
そ
こ
に
自
分
の
思

い
を
表
す
の
は
と
て
も
大
変
で
、

で
も
、
面
白
い
も
の
で
す
。

　
頭
の
体
操
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
奇
数
月
第
２
木
曜
日
の
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
印
南
町
公
民
館
に

お
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
ク
ラ
ブ
員
は
14
名
。

　
今
回
、私
た
ち
短
歌
ク
ラ
ブ
は
、

４
月
16
日
、
切
目
神
社
を
お
借
り

し
、「
う
ら
し
ま
会
」
の
寺
下
鎭

雄
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
学

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
神
社
の
歴
史
を
学

ぶ
と
共
に
「
切
目
懐
紙
な
ぎ
の
さ

と
公
園
」
を
散
策
す
る
等
、
周
辺

の
自
然
に
も
ふ
れ
、
春
の
日
差
し

の
下
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
５
月
21
日
、
同
じ
く
切
目
神
社

に
て
、
一
昨
年
に
次
ぐ
二
回
目
の

歌
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、国
宝
「
切
目
懐
紙
」

に
記
さ
れ
た
後
鳥
羽
上
皇
一
行
の

歌
会
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
由

緒
あ
る
こ
の
地
で
歌
会
を
催
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
縁
に
深
く
感
謝
し
て
、
お
世

話
に
な
っ
た
「
う
ら
し
ま
会
」
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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